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香　葉　会 

E-mail:kouyoukai@nifty.com 
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香 葉 
通算43号

発行人　山　口　佳　子 
代　表　横浜市金沢区　 
　　　　　六浦東1－50－1 
直通・FAX　045－787－0678 

交流会（室の木に集まって！）
　今年からの新しい試みとして、アドベントの前にクリ
スマスソングを歌いましょう！
　懐かしい讃美歌の中からクリスマスの曲を選んで、み
んなで楽しく過ごしましょう！
　●日時　 2014年11月29日（土）13：00～15：00
　●集合場所　HPをご覧下さい
　●会費　1,000円（茶話会含む）　●〆切　11月20日（木）

クリスマス小物づくり講習会
　昨年はかわいいクマとハートのオーナメントを作成し
ました。今年はマカロニのクリスマスリースを作ります。

　●日　時　2014年11月12日（水）
　　　　　　10：00
　●場　所　香葉会室
　●参加費　1,000円（材料費等）
　●持ち物　エプロン・タオル
　●〆　切　10月30日（木）

学校探検ツアー〔ガイド　山口佳子（国１）〕
　２回目となります学校の見学会です。今年も金沢八景
キャンパス（室の木）です。お子さん・お孫さんを連れ
てのご参加もお待ちしています。大学学食での美味しい
昼食もご一緒に楽しみましょう。
　●日　時　2014年10月25日（土）10：00
　●集合場所　人間環境学部　正門前
　●参加費　1000円（資料・保険・昼食代込み）
　●〆　切　10月18日（土）

ビーズ講習会〔講師　高石和枝（国４）〕
　昨年のアクセサリーが好評でし
たので今年も新たにオリジナルの
アクセサリーを制作します。ビー
ズの美しい輝きを皆さんと共に作
りましょう。
　●日　時　2015年１月24日（土）
　　　　　　13：00～16：00
　●場　所　香葉会室
　●参加費　3,000円
　●持ち物　糸切はさみ、眼鏡（必要な方）
　●〆　切　12月10日（水）（先着10名）

昨年の作品です

第６回　香葉賞
　人間環境学部四学科
４名の卒業生に３月24
日（月）謝恩会にて香
葉賞（賞状・記念品）
を授与致しました。今
年は４名とも女性が選
ばれました。

山手西洋館散策〔ガイド　棈
あべ

木
き

  勇
いさむ

（元短大講師）〕

　今年も、山手のクリス
マスを楽しみましょう！
　夕方の山下公園から横
浜駅東口への夕焼けを見
ながらのクルーズ（希望
者）も予定しています。
　時間によっては夜景に
なる可能性も…！

　●日　時　2014年12月６日（土）13：00～16：00
　　　　　　山下公園～横浜駅東口クルーズ　16時頃乗船予定
　●場　所　元町公園バス停前（エリスマン亭前）
　●参加費　1,000円（資料・保険代等）
　●〆　切　11月29日（土）

香葉会の皆様へ
　燦葉会支部総会に参加しませんか？　ここ数年燦葉会の各支部の総会案内が届いた方もいらっしゃると思います。ご主人が
学部出身者の方も多いはず。学生時代の仲間も沢山いると思います。ぜひ参加してみませんか？
　また、当日の様子をぜひ寄稿ください。「香葉」誌上やホームページでご紹介します。
※�各企画は香葉会事務局（上記参照）にてFAX・往復はがき・Ｅメールにてお申し込み下さい。

朗読会御案内
　国文科１回卒の中村啓子さんが『星野富弘詩の朗読』
を金沢文庫キャンパスで行います。
　●日　時　2014年11月４日（火）　10：40～12：10



2014  年  9  月  1  日 2
 

会
長
挨
拶
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山
口　

佳
子
（
国
1
回
）

　

皆
様
こ
ん
に
ち

は
。
そ
れ
ぞ
れ
に

お
忙
し
い
日
々
を

お
過
ご
し
と
思
い

ま
す
。

　

先
日
心
に
響
い

た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。“
置
か
れ
た
場
所

で
咲
き
な
さ
い
”
と
い
う
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

清
心
の
シ
ス
タ
ー
渡
邊
和
子
さ
ん
の
言
葉

で
し
た
。
短
大
改
組
か
ら
十
二
年
の
時
が

た
ち
、
短
大
で
学
ん
だ
卒
業
生
も
社
会
で

の
経
験
が
豊
か
な
年
齢
と
な
り
ま
し
た
。

教
鞭
を
お
取
り
い
た
だ
い
た
先
生
方
も
短

大
に
心
を
残
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

き
方
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

大
学
と
し
て
の
教
育
の
在
り
方
も
現

在
、
ま
た
は
近
未
来
に
必
要
と
さ
れ
る
事

へ
と
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
短
大
が
改
組

に
よ
り
人
間
環
境
学
部
と
な
り
、
さ
ら
に

そ
の
持
つ
特
徴
を
生
か
し
て
人
間
環
境
学

部
、
教
育
学
部
、
栄
養
学
部
と
い
う
三
つ

の
学
部
と
な
り
ま
す
。
社
会
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
充
足
で
き
る
充
実
し
た

教
育
を
行
う
こ
と
が
大
学
と
し
て
の
使
命

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
こ
の
十
二
年
で
目
の
当
た

り
に
し
て
い
ま
す
。
置
か
れ
た
場
所
を
ど

う
生
か
し
て
い
く
の
か
重
要
な
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
や
教
師
、
卒
業
生
で
の
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今
年
も
組
ま
れ
、
南
三
陸

志
津
川
・
中
瀬
町
で
活
動
い
た
し
ま
す
。

活
動
へ
の
支
援
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
学
校
を
見
て
い
た
だ
く

学
校
探
検
ツ
ァ
ー
を
行
い
ま
す
。
大
学
工

学
部
に
新
し
い
校
舎
が
で
き
ま
し
た
。
新

学
部
に
ふ
さ
わ
し
く
建
築
環
境
を
学
ぶ
場
、

学
生
に
と
っ
て
は
生
き
た
教
材
と
な
る
校

舎
で
す
。
五
階
建
て
の
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ

イ
ン
で
す
。

　

好
評
の
ビ
ー
ズ
講
習
会
を
ま
た
他
に
も
、

“
室
の
木
に
集
ま
っ
て
”
と
題
し
た
交
流
会

を
行
い
ま
す
。
ま
た
定
番
と
な
り
ま
し
た

山
手
西
洋
館
散
策
の
帰
り
は
夕
暮
れ
の
山

下
埠
頭
か
ら
横
浜
へ
船
に
の
り
海
か
ら
山

手
の
町
を
眺
め
る
コ
ー
ス
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

香
葉
会
が
発
信
す
る
活
動
が
、
卒
業
生

に
と
っ
て
学
校
を
誇
り
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
学
校
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
く
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
居
ま

す
。

　

ぜ
ひ
香
葉
会
企
画
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
！

人
間
環
境
学
部
の
今
と
こ
れ
か
ら

�

人
間
環
境
学
部 

学
部
長　

山
田　

哲
雄

　

香
葉
会
の
皆

様
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
人
間

環
境
学
部
で
学
部

長
を
務
め
て
お
り

ま
す
山
田
と
申
し
ま
す
。
人
間
環
境
学
部

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
関
東
学
院
女
子
短

期
大
学
を
発
展
的
に
改
組
転
換
し
て
二
〇

〇
二
年
四
月
に
誕
生
し
た
学

部
で
す
が
、
今
年
で
開
設
以

来
十
三
年
目
に
入
っ
て
い
ま

す
。
来
年
三
月
に
は
十
期
生

が
卒
業
を
迎
え
、
卒
業
生
の

総
数
も
五
千
名
を
数
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
昨
年
十
一

月
十
日
に
行
わ
れ
た
「
関
東

学
院
女
子
短
期
大
学
改
組
十

周
年
の
会
」
で
お
話
し
し
た

“
人
間
環
境
学
部
の
今
と
こ

れ
か
ら
”に
つ
い
て
、「
香
葉
」

第
十
二
号
で
お
知
ら
せ
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人
間
環
境
学
部
は
、
人
間
環
境
を
単

に
自
然
環
境
だ
け
で
な
く
、
生
活
環
境
、

社
会
環
境
、
文
化
環
境
、
さ
ら
に
は
、
人

と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
含
む
概
念
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。
本
学
部
の
前
身
は
関
東
学
院
女
子

短
期
大
学（
英
文
科
、国
文
科
、家
政
科（
家

政
・
生
活
文
化
・
食
物
栄
養
の
三
専
攻
）、

幼
児
教
育
科
、
経
営
情
報
科
）
で
あ
り
、

人
間
と
環
境
に
関
す
る
様
々
な
実
績
と
資

源
が
蓄
積
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
七

年
に
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
世
の
中
の
変
化
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
速
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
間
環
境

学
部
も
ま
た
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し

て
改
組
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二

〇
一
五
年
度
に
は
健
康
栄
養
学
科
か
ら
栄

養
学
部
へ
の
、
人
間
発
達
学
科
か
ら
教
育

学
部
へ
の
改
組
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
と
人
間

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
つ
い
て
も
、
今
後

に
向
け
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
三
年
四
月
に
は
看
護
学
部
看

護
学
科
が
室
の
木
校
地
に
開
設
さ
れ
、
新

棟
が
で
き
て
健
康
栄
養
学
科
が
一
号
館
か

ら
新
棟
に
移
り
ま
し
た
。
室
の
木
校
地
全

体
の
再
配
置
計
画
の
検
討
も
ま
た
進
ん
で

い
ま
す
。
室
の
木
校
地
は
現
在
も
な
お

日
々
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
根

底
に
は
女
子
短
大
の
伝
統
が
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
女
子
短
大
卒

業
生
寄
贈
の
時
計
台
で
、
室
の
木
校
地
の

中
庭
で
時
を
刻
み
続
け
て
い
ま
す
。
勉
学

に
励
む
後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
と
、
誠
に
幸
甚
で
す
。

燦
葉
会
　
支
部
会
案
内

　

湘
南
支
部　

９
月
21
日
（
日
）

�

16
時
〜　

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
湘
南

　

西
湘
小
田
原
支
部　

９
月
27
日
（
土
）

�

13
時
30
分
〜　

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

　

県
央
支
部　

11
月
22
日
（
土
）

�

18
時
〜　

上
海
菜
館

お
問
い
合
せ
は　

燦
葉
会
事
務
局

�

０
４
５
（
７
８
４
）
０
３
１
０
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柳
下　

節
子
（
英
13
回
）

　

現
在
私
は
奉
仕
団
体
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
横
浜
・
川
崎
地
区
）
に
所
属
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
に
委
員
会
が
あ
り
私
達
の
委
員

会
は
名
称
平
和
セ
ン
タ
ー
で
現
在
五
名
の

構
成
で
す
。
三
名
が
関
東
学
院
出
身
で
そ

の
中
二
名
柳
下
節
子
（
英
文
科
）、
高
梨

能
理
子
（
幼
児
教
育
科
）
は
香
葉
会
の
会

員
で
す
。

　

委
員
会
の
役
割
は
国
際
基
督
教
大
学
の

修
士
課
程
一
年
生
二
名
、
二
年
生
二
名
計

四
名
の
留
学
生
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
二
年

間
致
し
ま
す
。
国
際
理
解
と
世
界
平
和
を

推
進
す
る
為
に
設
立
さ
れ
た
ロ
ー
タ
リ
ー

平
和
セ
ン
タ
ー
修
士
号
習
得
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
提
携
大
学
は
東
洋
で
は
国
際
基
督
教
大

学
の
み
で
、
世
界
各
国
（
ア
メ
リ
カ
、
タ

イ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
、

イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
等
）

か
ら
、
毎
年
十
名
程
の
留
学
生
が
来
日
し

ま
す
。

　

私
の
担
当
す
る
留
学
生
は
「
ラ
オ
ス
の

村
落
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
総
幸

福
量
の
統
合
に
関
す
る
研
究
」
を
テ
ー
マ

で
修
士
号
を
習
得
し
現
在
母
国
タ
イ
で
国

際
理
解
の
た
め
活
躍
し
て
ま
す
。

　

高
梨
能
理
子
さ
ん
は
現
在
修
士
一
年
生

の
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
の
若
き
女
性
弁
護
士
の

担
当
を
し
て
い
ま
す
。
彼
女
の
専
修
分
野

は
平
和
研
究
、研
究
テ
ー
マ
は「
ギ
リ
シ
ャ

金
融
危
機
と
外
国
人
排
斥
の
増
加
」
で
勉

強
中
で
す
。

　

こ
の
春
、
大
本
山
川
崎
大
師
平
間

寺
で
川
崎
大
師
ご
供
茶

式
と
お
茶
会
に
留
学
生

が
日
本
伝
統
文
化
に
接

す
る
機
会
を
頂
き
、
留

学
生
数
名
と
参
加
致
し

ま
し
た
。
川
崎
大
師
で

は
歓
迎
を
受
け
、
裏
千

家
千
玄
室
大
宗
匠
か
ら

は
直
接
お
声
掛
け
を
頂

き
ま
し
た
。
大
本
堂
で

行
わ
れ
た
ご
供
茶
式
で

は
読
経
が
響
き
渡
る

中
、
大
本
堂
内
陣
の
お

点
前
座
に
お
い
て
裏
千
家
千
玄
室
大

宗
匠
の
厳
か
な
ご
供
茶
の
儀
で
の
流

麗
な
お
点
前
に
魅
入
り
ま
し
た
。
留
学
生

達
は
ご
供
茶
式
の
儀
、
そ
の
雰
囲
気
に
大

変
感
動
を
う
け
ま
し
た
。
各
自
の
キ
ャ
リ

ア
や
社
会
生
活
を
通
じ
て
、
世
界
平
和
に

大
き
く
貢
献
で
き
る
能
力
を
備
え
た
留
学

生
が
日
本
の
伝
統
文
化
を
経
験
す
る
事
は

大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

私
達
委
員
会
最
大
の
願
い
は
日
本
か
ら

世
界
の
提
供
大
学
へ
留
学
生
を
多
く
派
遣

し
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
で
の
活
躍
を
期

待
す
る
こ
と
で
す
。

『
子
育
て
奮
闘
記

�

～
お
て
ん
ば
娘
成
長
中
！
～
』

�

齋
藤　

恵
（
経
情
10
回
）

　
「
女
性
の
人
生
に
は
日
常
生
活
が
ガ
ラ

リ
と
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
何
度
か
あ

る
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
事
が
あ
る
。
若

い
時
は
「
ふ
～
ん
」
と
聞
き
流
し
て
い
た

も
の
だ
が
、
一
年
前
、
最
も
大
き
な
タ
イ

ミ
ン
グ
を
迎
え
た
。「
出

産
」
で
あ
る
。
噂
に
は

聞
い
て
い
た
が
、

こ
こ
ま
で
自
分
の

日
常
生
活
が
ガ
ラ

リ
と
変
わ
り
、
振

り
回
さ
れ
る
毎
日

が
待
っ
て
い
よ
う

と
は
…
妊
娠
後
期

の
胎
動
を
感
じ
て

い
た
あ
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
幸
福
な

時
間
は
ど
こ
へ
…
。

　

い
く
つ
か
の
試

練
を
乗
り
越
え

て
、
よ
う
や
く
授

か
っ
た
大
切
な
大

切
な
命
。
緊
急
帝

王
切
開
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
先
生
も

驚
く
よ
う
な
大
き
な
産
声
を
上
げ
て
産
ま

れ
て
き
た
天
使
の
よ
う
な
我
が
子
。
初
め

て
こ
の
腕
に
抱
い
た
時
の
重
み
と
ぬ
く
も

り
。「
人
生
で
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し
く

幸
福
な
こ
と
が
あ
る
な
ん
て
！
」
と
感
動

し
た
も
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
同
時
に
長

い
長
い
育
児
ラ
イ
フ
の
ス
タ
ー
ト
で
も

あ
っ
た
。

　

産
ま
れ
て
す
ぐ
の
頃
は
、
何
を
し
て
も

泣
き
止
ま
ず
に
一
睡
も
で
き
な
い
夜
が
何

度
か
あ
っ
た
。
今
が
昼
な
の
か
夜
な
の
か

さ
え
も
分
か
ら
な
い
毎
日
。
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
寝
不
足
と
疲
労
感
。
何
よ
り
初

め
て
の
育
児
で
不
安
も
い
っ
ぱ
い
。
母
親

と
し
て
未
熟
な
自
分
を
何
度
も
攻
め
て
は

落
ち
込
ん
で
…
そ
れ
で
も
ニ
コ
っ
と
笑
っ

て
く
れ
る
と
す
べ
て
が
吹
っ
飛
ん
で
し
ま

う
不
思
議
。（
あ
れ
は
魔
法
だ
と
今
で
も

思
う
。）

　

あ
る
時
「
育
児
は

育
自
」
と
い
う
言
葉

を
誰
か
に
言
わ
れ
た

の
を
思
い
出
し
た
。

そ
う
、
私
だ
っ
て
娘

が
産
ま
れ
て
初
め
て

母
親
に
な
っ
た
新
米

マ
マ
。
出
来
な
い
こ

と
が
あ
る
の
は
当
た

り
前
。
二
人
で
ゆ
っ

く
り
成
長
し
て
行
け

れ
ば
い
い
ん
だ
と

思
っ
た
瞬
間
、
肩
の

力
が
抜
け
て
心
が
楽

に
な
っ
た
の
を
覚
え

て
い
る
。
そ
れ
で
も

や
っ
ぱ
り
イ
ラ
イ
ラ

し
た
り
、泣
い
た
り
、

笑
っ
た
り
、
毎
日
バ
タ
バ
タ
と
過
ぎ
て
行

き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
娘
は
一
歳
に
な
っ

た
。
両
親
の
心
配
を
よ
そ
に
、
元
気
で
健

康
で
、
物
お
じ
し
な
い
、
ち
ょ
っ
と
（
い

や
、
か
な
り
！
）
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
お
て
ん

ば
娘
に
成
長
し
た
。

　

花
が
ぱ
ぁ
っ
と
咲
い
た
よ
う
に
笑
う
、

太
陽
の
よ
う
な
娘
。
彼
女
の
人
生
が
笑
顔

で
溢
れ
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
ま
だ
ま

だ
未
熟
な
マ
マ
だ
け
ど
頑
張
っ
て
毎
日
を

精
一
杯
生
き
て
い
ま
す
！

卒業生通信Ⅰ
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関
東
学
院
女
子
短
期
大
学

改
組
十
周
年
の
会
報
告

昨
年
十
一
月
十
日
（
日
）
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
五
階
『
シ
ェ
フ
ズ
Ｖ
』
に
て
右
記
の

記
念
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
理
事
長
を
は
じ
め
、
現
・
旧
教

職
員
や
各
同
窓
会
か
ら
の
ご
来
賓
も
ご
参

加
頂
き
、
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
短
大
の
歩
み
と
今
」
と
題
し
、
山
口

会
長
よ
り
思
い
出
の
映
像
を
見
つ
つ
、
今

に
至
る
ま
で
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。ま
た
、

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
の
合
唱
も
楽
し
み
、

男
性
陣
の
登
場
に
短
大
の
女
性
陣
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
奉
仕
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

改
組
十
周
年
の
会
に
出
演
し
て

�

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
長　

高
橋　

悌
郎

　

改
組
十
周
年
お
目
出
と
う
御
座
い
ま
し

た
。
ま
た
、
十
周
年
記
念
の
催
し
に
出
演

さ
せ
て
頂
き
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

我
々
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
の
中
に
は
学
生

の
頃
を
思
い
出
し
、
皆
様
と
お
会
い
出
来

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
思

い
違
わ
ず
、
皆
様
が
学
生
時
代
と
変
わ
ら

な
い
ほ
ど
の
若
々
し
さ
に
ま
だ
ま
だ
負
け

て
は
要
ら
れ
な
い
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

頂
き
ま
し
た
。
演
奏
曲
目
選
定
で
は
、
幹

事
の
方
か
ら
の
ご
希
望
も
あ
り
、
学
生
時

代
に
歌
っ
た
曲
と
現
在
練
習
し
て
い
る
曲

な
ど
を
選
び
ま
し
た
。
無
論
学
生
時
代
と

は
違
い
が
有
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
な
ど
如
何
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
は
、
以

下
の
様
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

一
、
現
役
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
復
活

二
、 

大
學
に
て
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
の

開
催
（
本
年
で
第
四
回
目
十
二
月
五

日
（
金
）
十
七
時
よ
り
）

三
、 

学
院
行
事
・
燦
葉
会
行
事
へ
の
積
極

的
参
画

四
、 

地
域
活
性
化
（
福
祉
施
設
慰
問
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
参
加
）

五
、 

来
年
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
八
十
五
周

年
記
念
演
奏
会
（
中
井
先
生
を
偲
ん

で
、
山
根
先
生
「
没
二
十
年
」）

等
を
計
画
し
活
動
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
、
賜
り
た
く
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
香
葉
会
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動
情
報
は

下
記 U

RL 
に
て
閲
覧
頂
け
ま
す
。

　

U
RL　

http//w
w
w
.scn-net.ne.jp/

~c-oliver

　

又
は
、「
関
東
学
院
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
Ｏ
Ｂ
会
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

改組十周年の会プログラム
� 賛美歌　４０５番 �

� 黙　祷　亡くなられた恩師へ �
� 開　会 �
� 会長挨拶 �
� 来賓紹介 �
� 来賓挨拶 �
� 乾　杯 �
� 歓　談 �

� 短大の歩みと今 �
� グリークラブOB会による合唱 �
� 関東学院が目指していること �

� 短大への想い �
� 天城山荘へのツアー説明 �

� 閉　会 �
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行
き
ま
し
た
折
に
香
葉
会
の
方
か
ら
十
周

年
の
会
へ
の
参
加
を
勧
め
ら
れ
、
短
大
の

同
窓
会
に
い
け
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

年
配
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
何
よ

り
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
英
文
科
の
恩
師

の
加
藤
紀
子
先
生
に
本
当
に
久
し
ぶ
り
に

お
会
い
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
良
く
し
て

頂
い
た
思
い
出
深
い
先
生
で
す
。

　

今
、
思
い
出
し
て
み
る
と
英
文
科
の
先

生
は
皆
、
良
い
先
生
方
で
し
た
。
そ
の
中

で
加
藤
先
生
に
お
会
い
で
き
た
こ
と
は
良

か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
会
に
は
、
ま
た
大
学
か
ら
も
大
勢

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方

か
ら
の
お
話
も
あ
り
、
大
学
の
Ｏ
Ｂ
合
唱

団
の
コ
ー
ラ
ス
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

た
。
他
に
も
懐
か
し
い
先
生
や
久
し
ぶ
り

の
方
々
に
も
お
会
い
で
き
、
短
い
時
間
で

し
た
が
と
て
も
有
意
義
な
ひ
と
と
き
で
し

た
。

　

横
浜
桜
木
町
の
景
色
の
良
い
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
て
と
て
も
良
か
っ
た

の
で
、
ま
た
い
つ
か
こ
う
い
う
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
是
非
参
加
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

十
周
年
の
会
に
導
か
れ
て

�

中
島
久
里
子
（
英
専
13
回
）

　

高
校
ま
で
暗
い
生
活
を
し
、
精
神
的
な

病
の
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
関
東
学
院
女

子
短
期
大
学
入
学
は
ま
る
で
天
国
の
よ
う

で
新
し
い
希
望
に
満
ち
た
生
活
の
始
ま
り

で
し
た
。
そ
の
入
学
も
本
当
に
不
思
議
な

も
の
で
、
ま
さ
に
神
様
が
導
い
て
く
れ
た

と
し
か
言
え
な
い
も
の
で
し
た
。
学
園
生

活
も
勉
強
に
部
活
と
有
意
義
で
楽
し
い
も

の
で
し
た
。
二
年
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
淋
し
す
ぎ
た
の
で
私
は
英
文
科
の

専
攻
科
に
も
う
一
年
残
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
三
年
目
も
終
わ
り
社
会
人
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
短
大
の
同
窓
会
に

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
機
会
が

な
く
て
、
卒
業
し
て
だ
い
ぶ
経
っ
て
か
ら

大
学
と
合
同
の
「
県
央
の
つ
ど
い
」
と
い

う
も
の
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
、
秋
に
「
県
央
の
つ
ど
い
」
に

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

参加者へのプレゼント（バラ）



2014  年  9  月  1  日 6
　

天
城
山
荘
を
た
づ
ね
て

�

土
屋　

知
里
（
幼
12
回
）

　

平
成
二
十
六
年
二
月
一
日
土
曜
日
懐
か

し
い
天
城
山
荘
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
天

城
山
荘
は
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
の
施
設

で
す
が
、
実
は
誰
で
も
泊
ま
れ
る
施
設
な

ん
だ
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
企
画
の
当
日
は
、
茅
ヶ
崎
駅
に

集
合
し
貸
し
切
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
一

路
伊
豆
へ
。ま
だ
ま
だ
寒
い
日
で
し
た
が
、

天
気
は
上
々
で
し
た
。

　

ま
ず
は
お
決
ま
り
コ
ー
ス
の
浄
蓮
の
滝

へ
。
階
段
を
下
り
て
滝
に
近
づ
い
て
い
く

と
な
ん
と
な
く
清
々
し
い
空
気
で
す
。
し

ば
ら
く
の
散
歩
の
の
ち
、
バ
ス
に
乗
っ
て

天
城
山
荘
に
到
着
。

　

現
地
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が
あ

た
た
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
懐
か
し
い

お
話
ま
で

し
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。
チ
ャ

ペ
ル
は
木

の
質
感
の

感
じ
ら
れ

る
と
て
も

あ
た
た
か

い
雰
囲
気
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
は
静

か
で
落
ち
着
け
る
懐
か
し
い
場
所
で
し
た
。

　

と
、
実
は
私
が
覚
え
て
い
る
の
は
こ
こ

ま
で
で
、
部
屋
を
見
て
も
庭
を
見
て
も
当

時
の
記
憶
は
蘇
ら
ず
、
同
級
生
に
そ
の
場

で
メ
ー
ル
し
た
の
で
す
が
、
ど
う
や
ら
私

の
記
憶
が
一
番
乏
し
か
っ
た
の
で
し
た
。

情
け
な
い
や
ら
申
し
訳
な
い
や
ら
。

　

た
だ
、
も
う
一
つ
だ
け
覚
え
て
い
た
の

は
お
い
し
か
っ
た
食
事
で
す
。
記
憶
に
残

る
シ
ナ
モ
ン
の
香
り
の
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た

か
ぼ
ち
ゃ
煮
? !
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
わ
け
で

は
な
い
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
用
意
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
み
ん

な
で
食
前
の
祈
り
を
捧
げ
、
あ
の
頃
の
よ

う
に
料
理
を
取
り
分
け
て
全
部
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

帰
り
に
は
伊
豆
月
ヶ
瀬
梅
林
を
歩
き
ま

し
た
。
梅
の
花
は
ま
だ
満
開
と
は
言
え
な

か
っ
た
も
の
の
、
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
の
ん
び
り
散
策
。
そ
の
後
イ
チ

ゴ
狩
り
で
大
粒
の
い
ち
ご
を
食
べ
き
れ
な

い
ほ
ど
食
べ
、
満
開
だ
っ
た
菜
の
花
ま
で

も
摘
ん
で
大
満
足
の
帰
途
で
し
た
。

　

も
っ
と
大
勢
で
行
か
れ
れ
ば
よ
か
っ
た

の
で
す
が
、
香
葉
で
案
内
が
出
来
な
か
っ

た
せ
い
か
、
ち
ょ
っ
と
少
な
目
な
参
加
者

で
し
た
。
で
も
き
っ
と
も
う
一
度
行
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
沢
山

い
る
と
思
う
の
で
ま
た
企
画
出
来
た
ら
と

思
い
ま
す
。

『
燦
葉
会
西
湘
小
田
原
支
部･

�

香
葉
会
合
同
総
会
』に
参
加
し
て

�

村
岡　

愛
子
（
家
12
回
）

　

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
一
日
（
土
）

小
田
原
校
地
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
の
夏
は
格
別
の
暑
さ
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
の

納
ま
ら
な
い
時
で
し
た
が
、
バ
ス
で
下
車
、

校
地
に
入
る
と
木
々
が
育
ち
涼
風
が
吹
き
、

高
台
の
た
め
別
天
地
の
よ
う
で
し
た
。
香

葉
会
の
方
々
と
十
年
位
前
に
こ
こ
に
出
来

た
て
の
法
学
部
校
地
を
一
度
訪
問
し
ま
し

た
。
そ
の
時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
の
良

さ
が
そ
の
ま
ま
保
た
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
二
十
五
名
位
の
出
席
者
。
二

十
四
年
度
事
業
報
告
等
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り

の
進
行
。
増
田
理
事
長
の
話
も
あ
り
、
そ

の
後
懇
親
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
、
こ
の
会
の
出
発
点
は
“
箱
根

マ
ラ
ソ
ン
応
援
”
と
い
う
こ
と
で
立
ち
上
げ

ら
れ
た
と
の
こ
と
。
最
近
は
マ
ラ
ソ
ン
の

活
躍
が
い
ま
い
ち
…
と
い
う
悩
み
も
あ
る

よ
う
で
す
。
木
村
陸
上
競
技
部
長
の
力
強

い
、
頼
も
し
い
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
出

席
さ
れ
た
方
々
の
な
か
に
同
年
代
に
共
通

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ
て
い
た
方
と
お
話

が
出
来
、
楽
し
い
・
懐
か
し
い
ひ
と
と
き

を
持
ち
ま
し
た
。
青
春
時
代
の
あ
こ
が
れ

の
人
の
話
に
ま
で
発
展
し
て
い
っ
た
り
で
、

若
返
っ
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
当

時
は
こ
こ
ろ
秘
か
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、

五
〇
年
も
時
が
経
つ
と
良
い
思
い
出
と
し

て
蘇
り
ネ
タ
に
な
り
、ほ
ぼ
初
対
面
で
あ
っ

て
も
話
が
出
来
る
こ
と
。
こ
れ
が
学
生
時

代
の
思
い
出
の
『
た
か
ら
も
の
』
だ
と
思
い

ま
し
た
。
二
年
間
貴
重
な
体
験
を
し
て
勉

学
に
勤
し
む
こ
と
が
出
来
感
謝
で
す
。

　

こ
の
会
の
益
々
の
発
展
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
お
世
話
下
さ
っ
た
幹
事
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
編
集
後
記

　

改
組
十
周
年
の
会
に
は
皆
様
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
学
校
と
皆
様
と
を
結
ぶ
懸
け
橋
と
し
て

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
編
集

委
員
に
新
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
っ
た『
香
葉
』

十
二
号
如
何
で
し
た
か
？　

皆
様
か
ら
の

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

又
、
エ
ッ
セ
イ
・
俳
句
等
な
ど
の
投
稿
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々

な
企
画
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
香
葉
会
は
“
あ
な
た
”
と
共
に

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
お
）
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卒
業
生
通
信
Ⅱ

�

沖
野　

啓
子
（
国
１
回
）

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
は
、
毎
月
予
定
が

次
々
に
書
き
こ
ま
れ
て
い
く
。
そ
ん
な
忙

し
い
生
活
が
、
こ
こ
数
年
は
続
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
シ
ニ
ア
向
け
の
情
報
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
取
っ
た
の
が
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。「
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ひ

ろ
し
ま
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、

パ
ソ
コ
ン
講
座
の
講
師
や
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
こ
と
。
公
民
館
の
パ
ソ
コ
ン
自
習
室
な

ど
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
。
パ
ソ
コ

ン
に
係
る
い
ろ
ん
な
事
が
、
生
活
の
中
の

大
き
な
部
分
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
家
に
い
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ブ

ロ
グ
・Facebook 

と
、
パ
ソ
コ
ン
に
向

か
う
時
間
は
、大
切
な
も
の
。
こ
こ
ま
で
、

の
め
り
込
む
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
夢
中
に
な
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
自

分
が
知
っ
て
役
に
立
ち
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
を
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
ら
れ

れ
ば
、
う
れ
し
い
こ
と
よ
ね
。

　

そ
れ
で
も
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
、
た
っ

ぷ
り
あ
り
ま
す
。
国
文
科
の
授
業
で
関

わ
っ
た
書
道
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
毎
月

の
教
室
通
い
と
年
一
回
の
公
民
館
祭
に

は
、
条
幅
の
作
品
を
提
出
す
る
こ
と
を
課

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。継
続
と
言
え
ば
、

本
を
読
む
こ
と
は
、
大
切
な
ひ
と
時
。
最

近
は
、
図
書
館
に
予
約
し
て
本
を
借
り
る

こ
と
で
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に
読
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
話
題
の
本
が
、
す
ぐ
に

読
め
な
い
の
が
、
残
念
な
の
で
す
が
。
最

後
に
、
夫
と
共
に
熱
中
す
る
趣
味
と
し
て

「
囲
碁
」
を
始
め
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の

中
で
は
全
く
の
初
心
者
な
の
で
、
勝
ち
負

け
は
別
と
し
て
、
大
局
を
見
る
と
い
う
も

の
の
見
方
が
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ

ち
こ
ち
転
勤
し
て
歩
い
た
生
活
が
一
段
落

し
た
今
、
地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
を
楽
し
ん
で
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

学
校
探
検
ツ
ア
ー

関
東
学
院
の「
今
」に
参
加
し
て

�

矢
守　

光
子
（
国
31
回
）

　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
二
日
。
と
て
も

風
が
強
い
日
で
し
た
。
私
は
、
香
葉
会
の

「
学
校
探
検
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
、
懐
し

い
関
東
学
院
の
校
舎
を
目
に
し
ま
し
た
。

私
は
、
何
年
か
前
に
短
大
は
な
く
な
っ
た

と
い
う
話
を
耳
に
し
た
の
で
、
以
前
の
校

舎
が
そ
の
ま
ま
あ
る
の
に
感
激
し
ま
し

た
。
人
間
環
境
学
部
と
し
て
生
ま
れ
か

わ
っ
た
と
の
事
で
す
が
、
当
時
の
良
い
と

こ
ろ
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
し
た
。
関

東
学
院
六
浦

こ
ど
も
園
と

新
し
く
で
き

た
看
護
学
部

を
見
学
し
ま

し
た
。

　

六
浦
こ
ど

も
園
は
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス

が
と
て
も
き

れ
い
で
、
ハ

ン
モ
ッ
ク
な

ど
の
遊
び
道

具
が
充
実
し

て
い
ま
し

た
。（
ハ
ン

モ
ッ
ク
は
、
大
人
の
私
が
の
っ
て
も
大
丈

夫
で
し
た
。
他
の
香
葉
会
の
メ
ン
バ
ー
も

の
っ
て
ま
し
た
。）
こ
の
よ
う
な
環
境
で
、

子
供
は
き
っ
と
楽
し
く
生
き
生
き
と
遊
ぶ

事
で
し
ょ
う
。

　

次
に
新
し
く
で
き
た
看
護
学
部
を
見
学

し
ま
し
た
。
私
は
、
関
東
学
院
大
学
に
看

護
学
部
が
で
き
た
と
い
う
の
で
と
て
も
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
見
た
看
護
学

部
の
実
習
室
の
設
備
が
き
れ
い
で
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
先
生
方
の
説
明
も
興
味
深

か
っ
た
で
す
。

　

一
通
り
大
学
構
内
を
見
学
し
た
後
、
最

後
に
参
加
し
た
香
葉
会
の
メ
ン
バ
ー
で
大

学
内
の
学
食
を
食
べ
ま
し
た
。
魚
の
ラ
ン

チ
で
す
が
、と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

私
は
短
大
時
代
に
学
食
は
よ
く
利
用
し
ま

し
た
が
、
お
い
し
い
学
食
と
共
に
当
時
の

楽
し
い
思
い
出
も
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

後
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
小
物
講
習
会
や
日

本
画
講
習
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
先
生
や
香
葉
会
の
先
輩
に
教
え
て

も
ら
っ
て
、
手
先
が
不
器
用
な
私
で
も
何

と
か
で
き
ま
し
た
。
香
葉
会
の
人
た
ち
と

の
お
話
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
で
す
。

　

最
後
に
関
東
学
院
大
学
の
未
来
と
、
香

葉
会
の
今
後
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う

祈
り
ま
す
。

　

山
手
西
洋
館
散
策

�
蜂
谷　

弘
子
（
国
２
回
）

　

た
く
さ
ん
の
明
治
時
代
の
建
物
が
あ
り
、

西
洋
館
は
山
の
上
、
下
は
海
。
明
治
と
い

う
時
代
に
、
開
国
と
い
う
問
題
を
解
決
し

た
先
人
た
ち
の
生
き
方
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

私
は
毎
年
、
西
洋
館
散
策
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
十
二
月
七
日
（
土
）
十
時
、
暖
か

な
小
春
日
和
。
菊
が
咲
い
て
い
る
満
ち
足

り
た
日
。
風
も
な
く
、
紅
葉
で
満
た
さ
れ

た
道
に
、
旧
友
と
往
年
美
人
の
方
々
と
、
古

え
の
建
築
。
外
交
官
の
家
は
東
京
都
内
か

ら
移
築
さ
れ
、
横
浜
市
で
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。
庭
園
の
花
と
植
え
込
み
等
、
手
入

れ
が
行
き
届
き
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
ま
す
。

　

一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
～
一
九

五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
、
横
浜
の
港
か
ら

朝
六
時
の
汽
笛
が
浜
一
帯
に
聞
こ
え
、
目

覚
ま
し
の
合
図
で
し
た
。
も
し
、
こ
の
汽

笛
を
ご
存
じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
お
会
い
し
た
い
で
す
ね
。

　

名
所
・
旧
跡
と
し
て
の
散
歩
道
が
整
備

さ
れ
、
維
持
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
に

先
人
が
築
き
上
げ
た
も
の
を
受
け
継
げ
る

よ
う
に
祈
り
ま
す
。

　

香
葉
会
の
企
画（
散
策
や
講
習
会
）に
大

勢
の
卒
業
生
が
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
に
祈

り
ま
す
。
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【
教
職
員
】

小
玉　

敏
子

俵　
　

秀
雄

加
藤　

紀
子

大
河
原
幸
男

田
山
美
智
子

牧
野　

宏
子

棈
木　
　

勇

【
特
別
会
員
】

益　
　

昌
子

【
女 

専
】

渥
美　

裕
子

澄
谷　

亮
子

中
根　

悦
子

吉
田
登
志
子

出　

榮
美
子

飯
吉　

玲
子

平
尾　

富
子

内
田　

駒
子

バブ
コッ
ク
惠
子

【
女 

高
】

大
島　

智
子

古
郡　

綾
子

古
川　

鈴
子

【
英 
Ⅱ
】

山
本　

長
生

千
田　

節
男

古
内　

節
治

二
見
ア
イ
子

【
英 

文
】

高
橋　

静
子

古
城　

房
子

柳
生　

二
三

菅
原
千
代
子

中
西　

愛
子

小
島
八
重
子

馬
越
千
惠
子

児
玉
三
重
子

D
ishinger

 

百
々
代

櫻
木
谷
洋
子

梅
田　

優
子

宮
川　

洋
子

荒
井　

敬
子

小
濱　

朝
子

長
崎　

洋
子

梅
田　

怜
子

土
屋　

幸
枝

永
島　

敦
子

タ
ハ　
　

茜

吉
原
千
恵
子

水
野　

雅
子

寺
岡　

利
子

山
本　

美
子

高
橋　

咲
子

松
友　

明
見

天
野　

京
子

邊
見　

裕
子

鈴
木　

葉
子

山
田
美
穂
子

加
藤　

恵
子

田
中
宇
多
子

古
野　

祐
子

戸
谷　

洋
子

溝
口　
　

泉

古
関
マ
リ
子

志
賀　

ミ
チ

木
下
紀
美
子

阿
部　

典
子

古
田
紀
己
子

伊
藤　

陽
子

柳
田　

久
子

森
谷
久
美
子

八
百
谷
真
子

東
頭　

寿
子

小
山
千
恵
子

澤
野　

洋
子

小
野
江
ま
ち
子

小
野　

瑞
枝

吉
川　

和
子

谷
田
部
敦
子

赤
沢　

茂
子

加
藤
真
知
子

渋
谷　

敦
子

武
松
美
恵
子

中
川　

あ
や

丸
山　

勝
代

平
山　

則
子

古
島
美
由
紀

川
上　

妙
子

伊
藤　

陽
子

野
尻　

良
子

松
永　

政
江

須
山　

和
子

岡
田　

温
子

萩
原　

久
子

南
澤　

宣
子

齊
藤　

一
惠

増
田
安
喜
子

内
田　

康
子

花
岡　

淳
子

吉
田
由
美
子

富
里　

美
子

中
田　

由
紀

山
本　

桂
子

川
本　

治
美

平
田　

広
美

萩
原　

和
枝

市
川　

君
江

牛
込　
　

薫

比
留
間
浩
子

石
渡　

朝
子

柳
田
美
智
保

佐
生　

貴
子

上
野　

美
奈

匿　
　
　

名

伊
藤
紀
美
江

中
本　

佳
子

加
藤　

裕
子

榎
本
美
和
子

【
国 

文
】

黒
山　

恵
子

山
口　

佳
子

中
村　

啓
子

山
田　

信
子

長
崎　

桂
子

津
田
ア
ヤ
子

金
子
恵
美
子

鈴
木　

幸
子

納
所　

節
子

若
林
三
恵
子

岡
崎　

敬
子

布
川　

優
子

福
井　

英
子

葛
城　

容
子

吉
田　

初
美

井
手
之
上
紀
子

伊
藤
紀
代
子

熊
倉　

敦
子

松
本　

弘
子

小
出
美
智
代

岩
崎　

康
代

馬
渡　

正
恵

田
中　

直
子

鈴
木　

祥
子

池
田　

理
恵

塩
田　

陽
子

櫻
井　

智
子

【
家 

政
】

坂
井　

満
代

江
成
千
惠
子

渡
辺　

冴
子

橋
本
多
賀
子

原
島
津
根
子

露
木　

球
恵

重
田　

和
子

足
立　

求
子

依
田　

仁
子

佐
藤　

美
代

古
賀　

恵
子

今
井　

恭
子

渕
上　

龍
美

松
岡
佐
多
子

森
田
吉
世
江

伊
東
み
ゆ
き

渋
谷　

貴
子

平
井　

初
枝

宮
尾　

益
代

土
山　

典
子

村
岡　

愛
子

白
土
喜
代
子

菊
地　

和
子

山
野　

衣
美

舟
橋　

智
子

鈴
木　

育
子

後
藤
美
和
子

保
利　

令
子

前
出　

郁
子

五
十
嵐
増
枝

立
林　

和
代

山
口
恵
美
子

森　
　

泰
子

富
瀬　

一
枝

渡
辺　

陽
子

岩
本
美
和
子

星　
　

友
子

仲
村
恵
理
子

松
本　

博
子

匿　
　
　

名

小
林
サ
エ
子

大
津
い
づ
み

今
井　

真
理

福
崎　

浩
子

米
田　

一
子

金
田　

玉
恵

森　
　

禎
子

飯
田　

実
和

馬
場　

光
世

今
井　
　

幸

上
野
亜
希
子

【
幼 

教
】

勝
又　

清
子

水
松　

春
美

芝　
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関東学院女子短期大学香葉会
収 入 の 部 Ｈ25年度決算 Ｈ26年度予算
年会費・賛助金 675,000 600,000
特別会計繰入金 2,500,000 1,500,000
香葉発行準備金 ― 500,000
特別基金Ⅰ繰入金 0 50,000
特別基金Ⅱ繰入金 500,000 ―
雑 収 入 14,197 20,000
前年度繰越金 354,999 841,377
合　　計 4,044,196 3,511,377
支 出 の 部 Ｈ25年度決算 Ｈ26年度予算
通 信 費 1,440,659 1,600,000
印 刷 費 674,499 700,000
広 報 費 0 30,000
企画・会合費 73,128 100,000
交 通 費 157,210 200,000
消 耗 品 費 8,093 20,000
ソ フ ト 費 0 20,000
人 件 費 341,880 400,000
香 葉 賞 費 37,111 50,000
関東学院同窓会費 30,000 30,000
十周年事業費 296,813 ―
慶 弔 費 89,615 100,000
雑 費 31,831 70,000
予 備 費 21,980 191,377
小　　計 3,202,819 ―

次年度繰越金 841,377 ―
合　　計 4,044,196 3,511,377

　
平
成
二
十
五
年
度
決
算
・
平
成
二
十
六
年
度
予
算

　

平
成
十
五
年
三
月
の
卒
業
生
の
会
費
を
最
後
に
、
香
葉
会
の
会
計
は
皆
様
の
年
会
費
・

賛
助
金
を
た
よ
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
年
間
に
か
か
る
費
用
の
多
く
は
、
機
関
紙
『
香

葉
』
の
発
送
に
か
か
り
ま
す
。
年
会
費
・
賛
助
金
に
是
非
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
「
元
気
の
交
換
」
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私
た
ち
、
関
東
学
院
女
子
短
期

大
学
幼
児
教
育
科
昭
和
六
十
三
年
卒
業
の

Ａ
ク
ラ
ス
で
は
、
昨
年
十
一
月
に
三
回
目

と
な
る
同
窓
会
を
行
い
ま
し
た
。
五
年
ぶ

り
の
再
会
で
し
た
。
担
任
の
中
田
弘
良
先

生
が
、
出
席
者
を
名
簿
を
見
ず
に
顔
だ
け

見
て
名
前
を
読
上
げ
る
、
う
れ
し
い
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
毎
回
恒
例
の
一
人
一
人
の
近

況
報
告
を
を
し
ま
し
た
。あ
の
頃
と
違
い
、

今
は
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
、
家
庭
、

様
々
な
場
で
違
う
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、悲
し
か
っ
た
こ
と
、

悩
み
を
抱
え
て
も
前
向
き
な
様
子
を
知

り
、
自
分
も
も
う
少
し
頑
張
る
ぞ
と
思
う

瞬
間
で
し
た
。

　

中
田
先
生
の
近
況
は
、
ス
キ
ー
、
テ
ニ

ス
、
日
々
の
体
操
で
体
を
鍛
え
、
気
持
ち

の
面
で
は
ス
ト
レ
ス
は
作
る
も
撃
退
す
る

も
自
分
の
心
持
一
つ
な
の
で
、
絶
対
負
け

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
と
人
生
の
大
先
輩
か

ら
の
話
で
し
た
。
そ
し
て
手
先
の
器
用
な

先
生
は
、
色
と
り
ど
り
の
紙
で
折
っ
た
三

角
形
や
五
角
形
の
か
わ
い
い
小
箱
を
私
た

ち
に
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
が
デ

ザ
イ
ン
が
違
う
の
で
、
選
ぶ
時
は
す
っ
か

り
童
心
に
返
り
、
わ
い
わ
い
と
賑
や
か
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
再
会
は
と
て
も
充
実
し
た
時
間

で
し
た
。
久
々
に
会
え
た
喜
び
、
次
回
も

元
気
に
会
う
約
束
、
今
日
感
じ
た

温
か
な
想
い
を
そ
っ
と
小
箱
に
入

れ
て
各
自
、
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
さ

ん
、
お
元
気
で
す
か
。
お
体
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
い
つ
か

み
ん
な
で
会
え
る
時
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

チャペルコンサートの御案内
◦室の木キャンパス礼拝堂（ 5 号館 3 階）
◦毎週木曜日　12：30～12：50開催されます。
　卒業生の皆様、お近くにお越しの節は是非、昼間の
ひとときを礼拝堂にて、パイプオルガン演奏の音楽鑑
賞をお勧めします。
◦ 主催　関東学院　宗教教育センター（金沢八景キャ

ンパス礼拝堂　 1 階　045－786－7818）
〈注〉学校の休み中（春・夏・冬）はお休みとなります。
　毎週金曜日には礼拝が行われています。
　（12：30～12：50）


